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1.計画の概要

1.1 概要

◆社会情勢の変化・才千代田区スポーツ振興基本計画(平成20卸3月策定)中問見

直し

◆『スポーツ振興法(昭和36年制定)』から『スポーツ基本法(平成23年制定)』ヘ

◆築40年経過したスボーツセンターの更新

◆改定スボーツ振興基本計画は、(改定)千代田区第三次基本計画の分野別計画

◆計画期間は平成25年度から29邱度

計画改定の趣旨12

スポーツは、スポーツそのものを楽しむこととともに、スボーツを通して、脚身の健康

の保持、ルールの順守、相手に対する敬意、よき仲閻との出会いなど、様々なはたらきを

持っています。

千代田区では、平成20年3月に区における生涯スボーツ社会の実現に向けて、『スポ

ーツがはぐくむ、豊かな"こころ"と"からだ"。スボーツがつなぐ、"ひと"と"地域"』

を墓本理念とする「千代田区スポーツ振興基本計画」を策定し、総合型地域スポーツクラ

ブの設立恋ど様尺恋事業を展開してきました。

我が国のスポーツは、昭和36年に制定されたスポーツ振興法により進められてきまし

たが、制定から50年が経過し、スポーツが広く国民に浸透し、スポーツを行う目的が多

様化するとともに、スボーツにおける国際交流怨どスポーツを巡る状況は大きく変化して

き歌した。こうした状況を踏衰え、平成23年にスボーツ基本法が成立し荻した。スボー

ツ基本法では、rスポーツは、世界共通の人類の文化である」とし、「スポーツを通じて幸

福で豊かな生活を営むことはすべての人旋の権利」であると位置づけ談しだ。そのうえで、

スポーツを、青少年の健全育成、地域社会の再生に寄与、贈身の健康の保持増進、健康で

活力に満ちた長寿社会の実現に不可欠なものとしています。

一方、千代田区では、ファミリー世代の増加により、高齢化率は横ぱいの状態が続いて

い談すが、高齢者人口は着実に増加しています。子どもたちの体力は向上の兆しがあるも

のの、 20代のスポーツ実施率は低下しています。さらに、スボーツセンターは築40年

を経過し老朽化が進んでいることから、新たなスボーツセンターの設置に向けた準備を行

う時期が来ています。

こうした状況を踏まえ、千代田区では、子どもから高齢者弐で、すべての区民がスポー

ツを楽しむことができる環境を整備することで、区民の男近なところにいつもスボーツが

ある生活、千代田区ならではの「スポーツ文化」を育み、その文化を未来につなぐだめに、

改定スボーツ振興基本計画を策定します。



13 計画の位置づけ

本計画は、千代田区の将来像を示した「千代田区第3次基本構想~千代田新世紀構想~」

と、その道すじを具体化するための「(改定)千代田区第3次基本計画」における分野別

推進計画として位置づけています。

また、「千代田区保健福祉総合計画」、「千代田区地域福祉計画」、「千代田区老人保

健福祉計画」、「千代田区障害者計画」、「千代田区次世代育成支援行動計画」、「改定

健康千代田2力、「千代田区食育推進計画」などでは、健康づくの、介護予防、生活習慣

病予防、子どもの居場所づくり益どについての指針が示されています。

本計画は、これらの当区の上位計画、関連計画で示された指針や方向性を考慮しつつ、

当区において急速に進む少子高齢社会の到来や、地域社会を支える団体等との協働といっ

た特徴等を踏まえ、千代田区の地域特性を取の込み、千代田区におけるスポーツ振興を推

進するため、スポーツ基本法第10条に規定する「地方スポーツ推進計画」として策定す

るものです。

さらに、本計画の策定に当たっては、国や東京都の上位計画や関連計画との整合性を図

ります。国の上位計画・関連計画としては「スポーツ基本計画」(平成24 辱3月文部

科学省策定)、「健康日本2d(第2次)」(平成24年7月厚生労働省策定)があのます。

これらの計画では、子どもの体力向上、高齢者の体力づくり、生活習慣病の発症予防、健

康寿命の延伸などが示されています。薮た、東京都の「東京都スポーツ振興基本計画」(平

成20年7月東京都策定)、「東京都障害者スボーツ振興計画」(平成24年3月東京

都策定)に示された、都と区市町村の役割分担等を踏談えて、本計画を策定・推進します。
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1.4 計画の期間

本計画の対象期問は、平成25年度から平成29年度までの5年問とし家す。また、平

成29年度までの具体的な数値目標を設定し弐す。

1.5 計画の全体像

計画の全体像は、以下のとおりです。

図表 1-1
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2.時代や社会の潮流と千代田区のスポーツを取り巻く環境

2.1 概要

◆スボーツは、世界共通の人類の文化である。

◆スポーツは、心身の健全な発達、健康及ぴ体力の保持増進、精神的な充足感の獲得、

自律心その他の精神の澑餐のために個人又は集団で行われる運動競技その他の身体

活動であり、今日、国民が生涯にわたの脚身ともに健康で文化的な生活を営む上で

不可欠のものとなっている。(スポーツ基本法前文から掲載)

◆千代田区の地域特性

◇夜間人口約4万7千人、昼間人口約82万人(平成22坪国勢調査)。

◇学校では、私立中学校(12校)、私立高校(16校)、私立大学(1 5校)が多

い。◇皇居の周回コースは市民ランナーのメッカ。

◇57の坂も利用してウォーキングコースに。

◇区内にラジオ体操会発祥の地、日本野球発祥の地があの、ラジオ体操会は区内4

か所で通年実施。

22

時代や社会が変化する中、スボーツにも様々な課題を解決する役割や期待が向けられて

い荻す。

時代や社会の潮流とスボーツの役寄1・期待

a)r子ども」

少子化などの影瓣で、子どもたちは、兄弟姉妹や友達同士で集骸って遊ぶ機会、特に、

外遊ぴの機会が減少していると言われておの、その結果、体力の低下、コミユニケーショ

ン能力の不足恋どが課題と恋ってい弐す。また、家庭生活においては、睡眠時間の減少、

朝ごはんを食べないなどの生活習慣の乱れが指摘されています。さらに、学校においては、

不登校、引きこもの、いじめなどが問題となつています。

このような状況において、スポーツには、身体を動かす機会、人と触れ合う機会、目標

に向かって努力する機会恋どを提供する役割もあの、体力向上はもとより、コミユニケー

ション能力や他人を思いやる1山、積極的に行動する姿勢などを培うことによって、子ども

たちを取の巻くこれらの課題を解決することが期待されています。

(2)「成人」

高度情報化や都市化恋どの進展とともに、成人の運動不足が進み、それを一因とする生

活習慣病の増加が課題となっています。また、人凡が生活の質、豊かさを追求するように

恋り、自由時問の充実恋どが求められてい弐す。

このような状況において、スポーツには、身体を動かす機会の提供による健康増進や、

生活に豊かさやゆとりをもたらすことが期待されてい談す。

4



(3)「高齢者」

平成23年版高齢社会白醤によると、我が国の平成22拝10月の65歳以上の人口は、

過去最高の2,958万人と恋り、総人口に占める割合(高齢化率)は23.1%となっていま

す。高齢化率は今後も上昇が見込まれており、平成67年には、 40.5%まで上昇すると推

計されています。

このような状況において、スポーツには、介護予防を含めた高齢者の健康増進への貢献

が期待されるほか、仕事や子育てを終えた高齢者が、第二の人生をいきいきと豊かに過ご

すために、生きがい創出のための場や機会を提供する役割が求められてい弐す。

(4)「地域社会」

多くの地域では、地域住民の交流が少なくなり、地域コミユニティの希薄化が課題と恋

つています。地域コミユニティの希薄化は、青少年の健全育成や福祉恋ど、本来、地域が

有していた様Rな機能を低下させます。

特に、平成23年3月に発生レだ東日本大震災では、改めて地域のつ恋がのや紳を再認

識することとなの、地域の防災や安全には地域コミユニティは欠かせないものとなってい

ます。

スポーツには、地域住民の交流、多也代問の交流などを偲し、地域コミユニティ再構築

のきっかけに怨る役割が期待されてい弐す。

千代田区の地域特性2.3

①人口及ぴ職業

千代田区の人口(夜間人口)は、昭和30年代から徐凡に減少し、昭和50年の約6万

2千人から、平成7年には約3万5千人まで減少し弐した。その後、平成7辱以降は増

加傾向に転じ、平成22年には約4万7千人まで回復しました。

また、昼問人口は、平成2年の約 104万人をピークに減少傾向に転じ、平成 22年に

は、約 82万人となっています。辱齢別構成をみると、 13 歳以下が 1害岼呈度、 14~64

歳が7割程度、 65歳以上が2割程度であの、この5年はそれほど変動があの談せん。ま

だ、全国平均と比較すると、17歳以下の人口比率がやや少ない傾向にあります。 65歳以

上の高齢者をみると、 23区合計や全国では更なる高齢化が進行していますが千代田区で

は平成 19年と比較レて横ぱいの状況となっています。

平成22年の昼間人口に対する夜問人口の比率は、約6%であり、千代田区の特徴とし

ては、在住者に対して、在勤者の割合が圧倒的に多いことが挙げられます。

弐た、就業者の職業は、雇用者 663%、会社役員 19.3%、自営業 105%、家族従業

者 38%となっています。千代田区は、全国、東京都と比較して、雇用者の割合が低く、

役員の割合が高いという特徴があの談す。また、自営業の割合も若干高くなっています。
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図表 2-1 人口の推移
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(出典)住民基本台帳統計資料(各年1月1日現在)

(出典)全国のデータは人口推定(平成23年10月1日確定値)
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図表 2-3就業者の職業
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②区内の各団体

千代田区には、地域の自治組織である町会や、福祉、まちづくの及び環境保全といっだ、

社会的な課題の解決に自発的に取の組む、 NP0やボランティアグループ恋どの団体が、

活発に活動しています。

千代田区内には、109の町会が組織されてい談す。脚会は、お祭のやイベントなどの地

域の活動だけでは恋く、福祉や防災、防犯恋ど、子どもからお年よのまで、安心して、楽

しく蕃らせる地域づくりの一爽を担っています。
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町会を中心とした地域コミユニティは、千代田区の大きな特徴です。特に、区民参加の

スボーツ事業である「区民体育大会」は、毎年、各連合町会等から約8,500人が参加し、

スポーツを通じて、多くの区民が交流レ、楽しめる行事となっておの、地域コミユニティ

の発展に役立ってい哉す。

また、区内のNP0やボランティアグループには、千代田区が実施レだ「NP0 等との

協働のための提案制度」を通じて、区と協働して区民へのサービスを提供している団体や、

ねたきり防止にむけた介護予防の活動を推進している団体などがあの、区と協力すること

で、地域が抱える様々恋課題の解決を図っています。

③学校

千代田区には、幼稚園が 12、小学校が 11、中学校が 14、中等教育学校が 1、高等学

校が 18、専修学校が27、短期大学が5、大学が 15あの談す。特に、私立中学校、私立

高等学校、私立大学が多いのが特徴的です。学校は、区立中学校等でスポーツ開放、区立

小学校で校庭開放を実施しているほか、コミユニティスクールリこおいては、様勺な施設を

積極的に地域に開放し、区民のスポーツ、生涯学習の場としての活用を図っています。

図表 千代田区の学校2-4

幼稚園

種別

小学校

公立/私立

中学校

中等教育学校

公立

私立

高等学校

合計

学校数

公」ι

私立

専修学校

合計

短期大学

公」ι

大学

8

私立

'千代田区では、学校を地域の人々の文化学習・スボーツ等の生涯学習や地域コミュニティの拠

点として位置づけ、学校の空き時閻を活用して区民等に一般開放し、区民自らの主体的な活動を
促進することを「コミュニティスクール」と呼んでいます。

4

合計

12

公立

8

公立

3

私立

11

(出典)学校基本調査

*短期大学と大学は平成23年度数値

合計

2

私立のみ

12

私立のみ

14

2

16

18

27

5

15
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(4)畠居、坂

皇居があることも千代田区の大き怨特徴です。皇居一帯は、都脚部にあの恋がら非常に

緑豊かで、その周辺は、ランニングコースとしても人気があります。皇居周辺を走るラン

ナーの数は、年長増加しており、観光客・歩行者等との接触等が問題に恋り旅しだ。そこ

で、区は、平成23年12月に「まちの向上に向けた道路等の公共空問活用検討会皇居周

辺地域委員会」を設置し、皇居周辺の歩道を利用するすべての人(ランナー・歩行者・自

転軍利用者等)が、互いに思いやののこころを持って、気持ちよく皇居周辺を利用できる

よう取り組みを進めてい談す。

荻た、千代田区には、坂が多く、様凡な由来のある坂が57あの、それぞれに名前が付

けられています。坂道は、平ら怨道に比べ筋肉や1山臓への負荷が増します。日んのウォー

キング・ランニングなどに坂道を取り入れることで運動効果の向上が期待できます。

(5)ラジオ体操会発祥の地

千代田区は、ラジオ体操会の発祥の地としても知られてい萩す。昭和5年に神田万世橋

讐察署(現万世橋警察署)の面高巡査が、全国に先駆けて「佐久間公園(神田佐久問町

3-21)」に地域の人たちを集めて「早起きラジオ体操会」を開始しました。昭和53年に

は、ラジオ体操会制定50周年を記念して、佐久問公園内に「ラジオ体操会発祥の地」記

念碑を建立しまレた。

現在でも、千代田区ではラジオ体操が盛んで、夏休み期間中だけでは怨く、区内の4か

所の会場では、通年でラジオ体操が行われてい談す。

特に、例年7月下旬には、夏期合同ラジオ体操会が開催されておの、学校が夏休みに入

つた児童・生徒も参加し、区内各地区を巡回して実施されます。

近年、ラジオ体操は、健康保持・腰痛・ダイエット等の効果があると注目されてい弐す。

今後も歴史と伝統を踏弐え、コミユニティの形成に有用な通年ラジオ体操会を継続してい

くとともに、夏季に開催している体操会の支援も継続していきます。

通年で実施されている区内のラジオ体操の会場

・東郷元帥記念公園(三番町1田

・靖国神社境内(九段北3-1-1)

・神田明神境内(外神田2-16-1)

・三崎町ラジオ体操会会場(日本大学法学部3号館付近)

(田日本野球発祥の地

千代田区の古書店街(神田神保町)にほど近い、学士会館の敷地内に「日本野球発祥の

地」の碑があります。

そもそも当地は、東京大学発祥の地でもあります。東京大学の前身の開成学校が創設さ

れた場所で、明治5年 a872年)学制施行当初、第一大学区第一番中学と呼ばれた同校

でアメリカ人教師ホーレス・ウィルソン氏が学科の傍ら生徒達に野球を教えたそうです。

9



翌明治6年(1873年)に新校舎とともに立派な野球場が整備されると、本格的な試合が

できるまでに成長し蒜した。これが「日本の野球の始談の」といわれています。

ボールを握る右手をかたどった碑はブロンズ製で、高さ2.4メートル。ポール上には世

界地図が描かれ、日本と米国を縫い目によって結ぶことで「野球の国際化を表現」してい

ます。
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3.千代田区のスポーツの現況

3.1 概要

◆区民のスポーツ実施率は、 522%で、 5年前に比べ0.1 ポイント低下。

◆散策やウォーキングなど身近なスポーツを定期的に行っている区民が多い。

◆尉亡しさ』や『疲労感』がスボーツの妨げに。

◆子どもたちの体力は5年前に比べ、向上。特に50m走と立ち幅跳び優秀。

◆区民健診の結果、生活習慣病&予備軍増加傾向。

◆区立中等教育学校(後期課程)では 15種目の運動部活動、中学校では16種目。

◆小学校では、ミニバスケットボールクラブ、少年野球、ジユニアスイミングクラブ。

◆富士見スポーツ・文化クラブでは、 100名を超える会員が6種目で活動中。

◆区立スポーツ施設・・・屋内7施設(プールを含む)、屋外施設(3か所)

◆スポーツ推進委員は23名。

◆スポーツ教室・講習会の参加者は、スポーツセンターの「週間プログラム」を含め、

延べ 1 万人以上が参加。

◆スポーツ寛寛技大会,-22種目、 67大会(平成23年度)

◆区のスポーツ振興費は年問23~3俺円

Ⅱ



32 区民のスポーツ実施状況と体力・健康の現状

(1)区民のスボーツ実施率

第39回千代田区民世論調査(平成24年度実施)の結果、千代田区の成人のうち、運

動・スポーツを「週 2 回以上」行っている区民は 36.5%、「週 1 回程度」行っている区

民は 157%でした。したがって、週 1 回以上、運動・スポーツを行っている区民は、52,2%

となのます。

年代別にみると、週 1 回以上、運動・スボーツを行っている区民の割合は、 20~30代

が439%、 40~50代が526%、 60歳以上が57.0%と恋っておの、年齢が高いほど、

実施率が高い傾向にあり談す。特に、 60歳以上は、週2回以上が433%と恋っており、

60歳以上のスポーツ実施率が高くほっています。

千代田区では、5年前と比べスボーツ実施率に大きな変動は恋く0,1 ポイントの減少と

恋りました。別途調憲によると、東京都は 54,フ%で5年前と比べ23ボイントの増加、

全国では455%で6.フポイントの増加と対,系的恋結果と怨ってい談す。

りフレッシユすることや健康増進、生きがいの創出などスポーツの持つ効用を実感する

ためには、骸ず、体を動かすこと、そして、継続していく必要があります。また、高齢者

社会を迎える現代においては、いつまでも健康であり続けることが大功です。このため、

若い世代からの生活習慣病予防のための取り組みとして、各世代におけるスポーツ実施率

の向上が必要となってい弐す。

千代田区全体m*釣3)

20代、30代(n=241)

0%

40代、50代(n=302)

10%

図表 3-1 区民のスボーツ実施率

60歳以上m.328)

東京都(乍1,928)
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覇年に数回

30%

12

全国(n"1,925)

do%

0.8%

50%

17念%

.特にしていない目遇2回以上

60%

(出典)千代田区民世論調査(平成 24年度実施)

注:東京都のデータは「都民のスボーツ活動に関する世論調査」(H24年扣月)より、全

国のデータは内閻府の「体力・スポーツに関する世諭調査」(H21年9月)を一部加工
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(2)この 1年間に行った運動・スボーツ

区民が、この 1年間に行った運動・スポーツは、「散策やウォーキング」がもっとも多

<、 367%でした。次に、「筋カトレーニング」(12.0%)、「水泳」(11.4%)、「マラソ

ン・ジョギング」(105%)、「ゴルフ」(10.4%)、「健康体操」(97%)、「ラジオ体操」

(8.4%)となってい弐す。

参考までに全国(笹川スポーツ財団「スポーツライフデータ 2010」、過去 1年間に実

施しだ種目、 60 種目の選択肢から複数回答)では、「散歩(ぷらぶら歩き)」(348%)、

「ウォーキング」(24.5%)、「筋カトレーニング」(11.5%)、「水泳」(フ.2%)、「ジョギ

ング・ランニング」(8,5%)、「ゴルフ(コース)」(9.0%)、「ゴルフ(練習場)」侶2%)、

「体操(軽い体操、ラジオ体操)」(185%)、「野球」(45%)、「サッカー」(46%)と

恋っています。

千代田区は、散策やウォーキングなどの身近な運動を、定期的に行っている区民が多く、

また、水泳、ゴルフ恋どの人気が高いと推察され荻す。一方、広いグランドや多くの人数

が必要となる、野球、サッカーなどの競技スボーツは、全国と比較して、実施率がやや低

い傾向にあのます。

散策やウオーキング

筋カトレーニング

水泳

マラソン・ジョギング

ゴJレフ

健康体操

ラジオ体操

登山・ハイキング

サイウリング

太極拳・ヨーガ

水中運勤

ダンス

スキー・スノーボード・スケート

テニス

野球・ソフトボール

ボウリング

卓球

サッカー・フットサル

ノ丈ドミントン

武道

バスケットボール

バレーボール

陸上競技

ゲートボール・グラウンドゴルフ

モの他

図表 3-2 この 1年間に行った運動・スポーツ(複数回答)
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11.4%
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10,4%

9.フ%

20.0%
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3.8%

3.フ%

3.4%

18%
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1.6%

1.5%

1.3%

1.0%

0.フ%

0.フ%

0.2%

0.0%

25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

36.フ%

(出典)千代田区民世論調査(平成24年度実施泳吉果を、区民全体

(スポーツをしていない区民も含む)の実施率となるように調整

3.4%

n=893
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(3)区民がスポーツを行わない理由

千代田区は、スポーツ実施率が高く、また、運動・スポーツを行わ恋い理由として、「運

動・スポーツが好きではない」「閏1小がない」と回答する区民が少ないことから、全国と比

較して運動・スポーツを好きな人、愛好家が多い地域だと考えられます。

一方で、運動・スボーツをほとんど行わない(「年に数回」または「特にしていないD

理由として最も多いのは、「忙しくて時間が恋しU で 48,6%でした。次に多いのは、「仕

事や家事で疲れている」(386%)で、白凡の多忙な生活による忙しさや疲労感が、運動・

スポーツを行う上での妨げと恋っていることがわかの悲す。

薮た、次に多い理由は、「身近恋ところに場所や施設が怨い」(25.4%)、「機会がない」

(232%)でした。このことから、千代田区のスボーツ振興においては、「機会」と「場」

の不足が課題と恋ることがわかります。特に、忙しさや疲労感が妨げとなっていることか

らも、楽しく参加できる「機会」と身近に利用できる「場」の充実が求められます。

図表 3-3 区民がスポーツを行わない理由(複数回答)

忙しくて時聞がない

仕事や家事で疲瓢ている

身近なところに蠣玩や雄般がない千代田妊

漂京都

全国

千代田区

集京都

全翻

0,0%

撫金がない

10.0,'

千代田侶

ヨ6.フ%
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386%

お金がかかる

20.OX

体力に血惜がない

千代田廠

烹京恕

全国

12M

宅き、' 5.4%

300% 00'ON

干代田区

東京欄

全国

仲間がいない

三ゞ 3,5%

50,01'

運動・スポーツは好きではない

25'%

干代田区

東京都

全国

3、1%

'琴g1き 5,E%

d8.6%

23,2,'

1言'%

60、0%

12.1N

12,5%
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10,4%千代田区

廩京粥

全国

二46%

関心がない

休が弱い

千代田区

廩京割

全国

指導者【数えてくれる人}がいない千代田区

東京都

全国

(出典)千代田区民世論調査(平成 24年度実施)

注:東京都のデータは「都民のスポーツ活動に関する世論調査」(H24年10月)より、

全国のデータは内閣府の「体力・スボーツに関する世論調査」(H21年9月)より
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(4)今後行ってみたい運動・スポーツ

区民が、今後行ってみたい運動・スポーツは、「筋カトレーニング」がもっとも多く

167%、次に多いのが、「水中運勤」(163%)、「散策やウォーキング」(16.1%)、「水

泳」(14.8)、「健康体操」(13.フ%)、恋どでした。野球やサッカーといった勝敗を競う競

技スボーツだけではなく、健康づくりや体力づくのを目的とした運動や、手軽に身体を動

かせる運動に対する要望が高いことがわかります。

筋カトレーニング

水中運勤

散策やウオーキング

水泳

健康体操

登山リ、イキング

太キ亟樂・ヨーガ

ダンス

ゴルフ

テニス

マラソン・ジョギング

ラジオ体操

サイクリング

スキー・スノーボード・スケート

武道

卓球

バドミントン

ボウリング

野球・ソフトボール

バスケットボール

サッカー・フットサル

ゲートボール・グラウンドゴルフ

バレーボール

陸上鯱技

その他

特に始めたいと思わない

図表 3-4 今後行ってみたい運動・スポーツ(複数回答)

0.0% 5,0% 10.0% 15.0%

16.フ%

16.3%

16.1%

14.8%

13.フ%

12,2%

12.1%

4.6%

4.1%

3.5%

3.4%

2.9%

2.2%

1.8%

1.6%

1.3%

1.3%

0.8%

0,4%

0.3%

8,5%

8,1%

6.8%

6.8%

20.0% 25.0%

2,フ%

(出典)千代田区民世論調査(平成 24年度実施)

n冨893

193%

15



(5)子どもの体力

子どもの体力は、ピークだった1985年の水準には、届いていないものの、子どもの

体力向上に向けて学校やスポーツ関係者が様凡な取の組みを始めたことによの改善傾向に

あのます。

新体カテストが全国的に改善傾向にある中で、千代田区でも全国平均を上回る種目があ

り弐す。

特に、「50メートル走」や「立ち幅とぴ」については、全国平均を超える談たは、近い

レベルと恋っています。今後は、この千代田区の子どもたちの特長を活かして、体力向上

を進めていきます。

54

52

50

図表 3-5新体カテストの全国比較
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(出典)平成22年度干代田区立小学校新休カテスト結果報告書

平成18年度千代田区立小学校新体カテスト結果級告書
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(出典)平成22年度千代田区立小学校新体カテスト結果報告書

平成18年度千代田区立小学校新体カテスト結果級告書

*数値は、全国平均を 50としたTスコア(偏差値)
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(6)生活習慣病予防対策

千代田区では平成19年度までは、生活習慣病予防対策の一環とレて、疾病の早期発見

に努めるとともに、健康管理に関する正しい知識の普及と健康の保持増進を図るため、老

人保健法に基づく「誕生月健診」を実施していました。平成20年度の医療制度改革によ

り、生活習慣病の原因と考えられるメタボリックシンドローム(内臓脂肪型症候群)予防

に着目した特定健康診査を医療保険者毎に実施することになりました。

区においては、千代田区国民健康保険加入者のうち、 40歳~74歳の被保険者・被扶

養者を対象として特定健康診査(=「国保健診」)及ぴ特定保健指導を実施しています。

荻た、 75歳以上の後期高齢者医療制度加入者に対しては、東京都後期高齡者医療広域

連合から委託を受けて、健康診査(=「長寿健診D を実施しています。

さらに、40歳~74歳の区民の方で、健康保険組合や共済組合などの保険加入者を対象

に、r成人健診」を実施してい悲す。

上記の健診の対象で恋い、 20 ・ 25 ・ 30 ・ 35歳の区民の方にも、若年節目健診を

実施してい弐す。

厚生労働省は、平成24年「健康日本21(第2次)」を策定し或した。その中で健康寿

命(健康上の問題で日常生活が制限されることの尽い期間)の延伸と健康格差の縮小の実

現、主要怨生活習慣病の発症予防と重症化予防等が新たな目標として挙げられてい荻す。

談た千代田区でも、平成24年6月に「改定健康千代田21 【第2次】」を策定し、

生涯にわたり健康恋生活を営むことができるまちを基本理念とし、生活習慣病の予防、が

んの予防、歯や口の健康づくの、1小の健康づくのの4つの亜点課題について積極的に取の

組んでいくこととしています。

高齢社会を週え、区民一人ひとのが自分らしく生き生きとした生活を続けるために、生

活習慣病及ぴその予備軍といわれる人凡の健康保持と区民の健康寿命を延伸することが重

要です。そこで、スボーツの視点からも、生活習慣病予防として日尺の運動の習慣づけや

食生活の改善等を進めていきます。

(ア)年代別受診者数

年代

区分

40~49

計

図3-6 国保健診・長寿健診・成人健診実施状況
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11,592

1,298

フ,620

11,258

1,161

男

5,371

受診者数(人)

10,816

3,162

3,104

2,728

10β02

13,402

2,459

13,093

467

2,078

女

12β28

483

4,850

4,718
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(出典)平成24年版千代田区事務事業概要(保健福祉部)
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⑦要介護等

要介護等の認定者数は、平成21 辱度が 1,834件、平成 22年度 1,921 件、平成 23

年度 1,979件であの、少しずつですが増加してい弐す。
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図表 3-7 要介護等の認定者数

873

能7

75

806

1,797

72

66

297

747

210

要支援2

能2

45

1β04

266

671

619

52

76

102

780

229

73

441

106

朝0

210

202

823

104

要介護1

754

248

184

950

49

310

656

167

891

725

429

要介護2

150

フ78

396

130

3能

385

(出典)平成24年版千代田区事務事業概要(保健福祉部)

307

要介護3

392

307

391

309

238

要介護4

296

237

295

19

232

248

要介護5

270

252

243

253

258

229

279

252

259

%8W

96

貼B動

平

59

131

、
J

595

733

4901

896

年
代
別

745

6447

301

631

1

9'1

539

4

309

951

口

平
成
器
年
度

年
代
別

上P57

圧血高

合

平
成
船
年
度

年91

平

平



3.3 地域のスポーツクラブ・団体

(1)学校における運動部活動

平成24年度の時点で、区立中等教育学校(後期課程)では、パスケットボール、サッ

カー、テニス、ダンス、硬式野球、パドミントン、陸上、パレーボール、水泳、卓球、剣

道、ソフトボール、ラグビー、柔道、テコンドーの15種目の運勒部活動が行われていま

す。部員は229名です。

区立中学校及ぴ区立中等教育学校(前期課程)では、パスケットポール、サッカー、ソ

フトテニス、パドミントン、バレーボール、剣道、水泳、合気道、応援チア、野球、卓球、

テニス、ソフトボール、ダンス、ラグビー、テコンドーの16種目の運動部活動が行われ

てい家す。部員は3校合計で712名です。平成24年度の在籍生徒数は、3校合計で1,

073人であることから、多くの生徒が運動部の活動に加入してい哉す(複数の部活動に

参加している生徒もい弐す)。

また、区立小学校では、パスケットボール、サッカー、パドミントン、卓球、水泳、ド

ツジポール等、 4年生から6年生までの児童がクラブ活動を行っています。

(2)地域で行っている小・中学生のスポーツクラブ・団体

区立小学校8校のうち、 3校においてミニパスケットポールのクラブが活動を行ってい

或す。 4年生から6年生までの児童のうちクラブへの参加児童数は、 3校合計で117名

です。

また、干代田区少年野球連盟の登録団体として、小学の部フチーム、 151名、中学の

部4チーム、 64名の計11 団体、 21 5名が活動レていぎす。

その他、区内小学校施設を使用して、ジユニアスイミングクラブが3クラブ(千代田小、

昌平小、麹町小)、剣道団体4クラブ(麹町、万世、千代田小、お茶の水)が定期的に活動

レてい家す。

20



(3)クラブ・サークル、同好会など

千代田区体育協会には、 25 の団体が加盟してい談す。それぞれの団体には、クラブ・

サークル、同好会などが登録されており、区民のスポーツ活動を支えてい弐す。また、ク

ラブ・サークル・同好会には、在住者だけではなく、多くの在勤者が登録されていて、千

代田区の特性となっています。

相撲連盟

柔道会

スキー協会

狩猟連盟

テニス協会

バレーボール連盟

アーチェリー協会

図表 3-8 千代田区体育協会加盟団体

ゲートボール協会

太極拳連盟

釣友連盟

バドミントン協会

陸上競技協会

剣道連盟

ソフトテニス連盟

クレー射撃連盟

空手道連盟

アマチュアダンス協会

軟式野球連盟

卓球連盟

ラジオ体操会連盟

弓道連盟

水泳連盟

民踊連盟

バスケットボール協会

ゴルフ協会
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④総合型地域スボーツクラブ

殊怠合型地域スボーツクラプ」とは、地域住民が主体となって運営する、多種目、多

世代、多目的のスボーツクラブのことで、国のスボーツ振興基本計画(平成 12年9月文

部省(現文部科学省)策定)では、市区町村に 1 力所の設置が目標として掲げられてい

家す。

前期計画の畔怠合型地域スポーツクラブ育成プロジェクト』では、①運営スタツフ

の育成、②総合型地域スボーツクラプの設立支援、③総合型地域スポーツクラブの会

員確保や活動拠点確保の支援、④コミュニティスクールとの連携、⑤区と総合型地域

スポーツクラブの協働の5つの施策に取り組んでいくこととしていましだ。

平成24年5月に、区内初の総合型地域スボーツクラブとして「冨士見スボーツ・

文化クラプ」が設立されましたが、クラプマネージャーやスタッフの育成・確保など

運営に関する様凡な課題があり薮す。

また、一般開放を行っている施設を活動拠点としていることによる一般開放枠とク

ラブ利用枠の調整、地域におけるクラブの周知を進めるための広報活動、いろいろな

種目を楽しむための新たな種目の実施恋ども課題となっています。

今後、これらの課題を解決する中で、冨士見スポーツ女化クラブがたくさんの方尺

がスポーツに親しむ地域の拠点と怨るよう、自立に向けた運営の支援を継続していく

必要がありぎす。

1 名称等

力名称富士見スポーツ・文化クラブ

2)所在地千代田区冨士見1-10-3 富土見みらい館内

3}設立年月白平成24年5月6日

2 会員数(平成25年1月現在)

1)個人143名

(一般会員71名、子ども会員36名、シニア会員36名)

2)黄助会員10団体

(個人1 名、団体9名)

3 活動種目等

1ξ、^_'戸,^
ニュースボーツ

空手

バドミントン

卓球

ミ捗'ン/..、气ン、 1牙き^

健康マージャン

4

社交ダンス

会費等

年会費及び参加費が必要です。

体育館半面

体育館半面

体育館全面

体育館半面

御ノタ、 1 雫゛、拠ltt。'淫稔
゛'ノげ点ψ丁厶{、,',堂癖工

交流室兼創作活動室

地域交流室

白(隔週)

平成25年1月現在

欝^卵^

火

日

11:30~ 13:50

月

日(隔週)

18:00~21:00

9・00~11:20

金

18:00~20:00

13:00~17:00
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3.4 スポーツ施設

(1)千代田区の区立スポーツ施設

千代田区のスボーツ施設としては、区内にスポーツセンター、外濠公園総合グラウンド

があります。その他に学校や介護施設との複合施設として、ちよだパークサイドプラザほ

か小学校4校、いきいきプラザー番町では、プールなどの設備があります。

スポーツ施設以外にも、 26 ケ所の公園・広場等があり、中には、バスケットゴールや

フツトサルコート、介護予防遊具恋どが設置されている公園もあのます。また、皇居内堀

を周回する1周5kmのランニングコースなども千代田区の特徴です。

区民のスポーツをする機会を増やしていくだめにも、千代田区では、スポーツ施設に限

らず、公園なども含め、身近尿ところで身体を動かせるようなスペースの創出や整備の工

夫を考える必要があのます。

恋お、スボーツセンターは、建設から40年が経過し、老朽化が進行してい談す。この

ため、設備については、平成24年度の大規模改修によの更新を図りましたが、将来的に

必要と恋る新スボーツセンターについて検討を開始する必要があります。

また、花小金井運動施設については、平成25年度に野球のほかにフットサルやゲート

ボールなど多種目の競技が出来る施設にするため、改修工事を実施します。
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スポーツセンター

施設名

図表 3-9千代田区の公共スポーツ施設

揺平童夢館(コミュニティスクール)

神田さくら館(コミュニティスクール)

麹町小学校(コミュニティスクール)

富士見みらい館(コミュニティースクール)

住所

内神田2-1-8

ちよだパークサイドプラザ

いきいきプラザー番町

外濠公園総合グラウンド

花小金井運動施設

外神田3-4-フ

夢の島童少年野球場

主競技場(2 面)

施設内の設備等

神田司町2-16

卓球場(2 面)

スポーツ開放校

剣道場

柔道場

麹町2-8

弓道場

校庭開放校

相撲場

トレーニングルーム

富士見1-10-3

多目的室

プール

神田和泉町1

プール

一番那T12

体育館

屋上校庭

五番町

プール

小平市花小金井南町3-2-フ

体育館

校庭

江寮区夢の島

プール

体育館

校庭
ール

プール

休育館

プーjレ

野球場・殻技場

テニスコート(2 面)

軟式野球場(2面)

少年軟式野球場(2面)

麹町中学校休育館

神田一橋中学校体商館

旧今川中学校体育館

旧練成中学校体育館

区立小学校8校
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施設種別

宮本公園(外神田 2-16-9)

芳林公園(外神田 3-5-18)

図表 千代田区の公園・広場等3-10

東郷元師記念公園(三番町 18)
練成公園(外神田 6-11-19)
錦華公園(猿楽町 1-1-2)

区立都市公園
広場等

淡路公園(神田淡路町2-27)
西神田公園(西神田 2-3-11)

施設名

神田児童公園(神田司町 2-2)
神田橋公園(神田錦町 1-29)
佐久問公圖(神田佐久問町3-21)
三宅坂小公圖(隼町4-3)
龍閑児童公園(岩本町 1-14ーリ
常盤橋公園(大手町2-フ-2)
清水谷公園(紀尾井町2-1)
千鳥ケ淵公園(麹町 1-2、一番町2)
九段坂公園(九段南 2-2-18)
富士見児童公園(富士見 1-1-16)
神保町愛全公園(神田神保町2-20-3)
和泉公園(神田和泉町 1-30の

都立公園
国民公園

秋葉原公園(神田佐久間町 1-18)
内神田尾嶋公園(内神田 1-5-14)

施設内の設備等

外濠公園(五番町、富士見2丁目、九段北 4丁目)

介護予防遊具

小川広場(神田小川町 3-6)
北の丸公園(北の丸公園 1-1)

皇居外苑(皇居外苑 1-1)

介護予防遊具

日比谷公園(日比谷公園 1-6)

バスケットゴール

フットサルコートリ{スケットゴール
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②区立のスポーツ施設の利用状況

平成22年度及ぴ平成23年度の区立スポーツ施設の利用状況につぃては、平成23年

3月に発生した東臼本大震災の影饗による利用の中止や、その後の節電による施設の開放

中止恋どのため、利用者数が減少レました。

スポーツセンターの利用状況として、区民利用が約2割、在勤や在学者の利用が8割で、

区民以外の利用率の高さが干代田区の特徴となっており荻す。

また、スボーツセンターの稼働率をみると、施設や時間帯によって、大きなばらっきが

あることがわかり薮す。このため、平成24年度には、稼働率の低い施設(集会室など)

の有効活用を図るため、床をフローリングに改修し、ダンス怨どの運動も出来るよう多目

的化を図るとともに、更衣・シャワ一室の全面りニューアルを図り、快適に利用できるよ

う改修工事を実施しています。

箇所名

昌平童夢館

神田さくら館

麹町小学校

富士見みらい館

図表 区立のスポーツ施設の利用状況3-11

ちよだパーク

サイドプラザ

外濠公園
総合グラウンド

プーjレ

施設名

プール

プール

プール

プール

平成21
年度

スポーツセンター

野球場(件数)
庭球場(件数)
鱸技場(件数)

11,570

合計(件数)

平成22

年度

主競技場

10,378

剣道場

12,730

柔道場
卓球場

11,294

いきいきプラザー番町

弓道場

平成23

年度

相撲場

8,546

9,514

トレーニングルーム

(出典)平成24年版千代田区事務事業概要(区民生活部及び保健福祉部)

*スポーツセンターは、平成 23年3月11日の東日本大震災の影響により、3月31日まで休業。4月
中は夜問営業中止。主競技場は5月打日まで利用中止。
*神田さくら館、富士見みらい館のプールは、23年度震災の影響に伴う節電のため開放中止。
*ちよだパークサイドプラザのプールは、23年度霞災の影響に伴う節電のため 10月のみ開放。
*外濠公園グラウンドは平成 23年3月11 白~5月まで全夜間、7月~9月まで月.水曜日夜間、10
月から月曜日夜間を震災の影響に伴う節電のため利用中止

13,124

617

2,026

25

2,668

プール
ゴルフレンジ

合計

1,238

フ,591

多目的室

1日平均

(H23)

78,978

15,605

14,479

23,050

22,048

2,331

52,900

43,704

4,035

フ,392

15,279

279,801

集会室

8,519

合計

10,093

752

2,332

19

3,103

プール

件数

76,475

14,127

13,986

20,288

21,133

2,399

49,685

41,153

3,970

フ,409

16,劇 0

267,235

利用者数

726

723

2,280

3,023

20

75,306

24

14,272

13,528

22,905

21,054

2,668

345,930

27,615

2,472

219

46,910

48,098

41

17,894

39

3,512

3,103

328,818

61

フ,780

12,161

80

272,708

7

136

15,608

140

26

3,023

10

306,726

23
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施設名

図表 スポーツセンターの稼働状況(平成23年度)3-12

プール

時間帯

9:00~

主競技場

12:00~

15:00~

18:00~

稼働率

卓球場

午前

午後

61,5%

100.0%

夜闇

100.0%

小計

剣道場

午前

88.4%

施設名

午後
夜間

76.2%

小計

92.8%

柔道場

相撲場

午前

98.フ%

午後

892%

夜問

79.9%

トレーニングルーム

小計

75.3%

時間帯

弓道場

午前

78.3%

午前

午後

フフ.8%

午後

夜間

夜問

39.8%

小計

56.4%

小計

稼働率

午前

61.0%

多目的室

午後

52.1 %

午前

夜間

46.8%

午後

8.1%

小計

51.5%

夜問

5.5%

84.8%

小計

38.1%

集会室A

60'3%

午前

16.フ%

午後

29.1%

100.0%

夜問

61.9%

100.0%

85.フ%

小計

図表 3-13 その他の区立施設の稼働状況(平成23年度)

集会室B

外濠公園総合グラウンド

58.1%

午前

87.9%

花小金井運勤施設

午後

962%

夢の島東少年野球場

夜閻

51.フ%

小計

88.フ%

集会室C

午前

89.5%

*稼働率は、利用があった枠数/総利用枠数として算出
*夢の島東少年野球場は、利用があった日数/年問利用可能日数として算出

午後

76.3%

施設名

合計
(プールを除く)

夜問

8.1%

小計

19.5%

午前

17.5%

午後

15.0%

野球場

夜間

12.2%

テニスコート

小計

20,3%

午前

20.0%

午後

17.4%

夜間

14.5%

小計

28.8%

27.6%

23.5%

47,4%

58.5%

66.4%

稼働率

57.2%

50.9%

71.5%

31.9%

28.2%
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(3)公共スポーツ施設への要望

公共スポーツ施設に対する区民の要望としては、「施設利用時間の拡大」(288%)がも

つとも多く、次いで、「快適な施設の維持・管理」(278%)、「施設の利用料金の引き下げ」

(16.9%)と恋っています。用具や機材の充実よのも、生活時間に合わせて、使いたいと

きに、快適に利用できる施設が求められていることがわかり談す。

図表 3-14 公共スボーツ施設への要望(複数回答、3つまで)

施設の利用時間の拡大

快適な施設の維持・管理

施設の利用料金の引き下げ

高齢者の健康と交流の場づくり

施設のトレーニングルームの充実

子どもたちの居場所づくり・青少年の健全育成

施設の利用手続き、料金支払方法などの簡略化

子どもたちの体力の向上

施設内に付帯施設の設置

施設利用案内の充実

介護予防、寝たきり肪止

施設のスポーツ用具などの充実

スポーツ指導者・スタッフ'ボランティアの充実

施設内に指導者やスタッフの配置

スポーツ教室・大会・イベントの充実

団塊の世代への対応

0.0% 5.0% 10.0% 15.0%

16.9%

15,1%

14.1%

13,2%

12.4%

113%

10,1%

9.2%

8,4%

83%

フ.1%

6.4%

63%

5.2%

20.0% 25.0%

<参考>

0スポーツセンター運営平成 23年度経費約 1億 4,800万円

0利用者一人当たり 564円(平成 23年度年間利用者数 273.610 人)

30,0%

288%

27.8%

35.0%

(出典)千代田区民世論調査(平成24年度実施)からの抜粋

n=893
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(4)スポーツ施設の数

千代田区の区立のスボーツ施設 1 施設あたのの人口(夜間)は、 2206 人となってい

ます。全国平均は2,672人、東京都の平均は6,458人なので、千代田区は全国や東京都

よのも、施設数に対する人口が少怨い(人口に対して施設数が多しD ことになのます。

方で、昼間人口との比率からみると、区立のスボーツ施設の数は、全国や東京都と比較し

て極めて少ないことも、考慮する必要があります。

千代田区(夜問人口)

干代田区(昼間人口)

全国

東京都

図表 区立のスポーツ施設数と人口3-15

(出典)施設数は、平成20年社会教育調査

(出典)人口は、平成 24年1月1日現在(千代田区昼問人口のみ平成 22年国勢調査)

施設数は、上記調査に基づき、個別施設(例:体育館、トレーニング室など)の数とする。

(5)中学校等のスポーツ開放

平成 17年度の学校再編で、中学校が5校から 3 校になの談したが、閉校となった 2

施設でも引き続きスポーツ開放を実施しています。平成 18年度には、九段中学校の閉校

にともなって実施校が減り弐したが、4つの施設においてスポーツ開放を実施してぃます。

平成 23年度には、合計で 4,671 人の利用があの、そのうち、 81%にあだる 3,781 人

が在勤者と恋っています。

施設数

*

22

47,925

22

人口

2,038

48,538

128,056,026

819,247

1施設当たりの人口

13,161,751

29

実施日数

利用

者数

在住者

図表 3-16 中学校等のスポーツ開放の状況

平成 21年度(4施設)

2,206

(出典)平成24年版干代田区事務事業概要(区民生活部)

平成 23年度は、震災の影響に伴う節電のため、4~5月の開放を中止しました。このため実施

日数が減少しています。

*

在勤者

37,239

合計

2,672

6,458

332

平成 22年度(4施設)

1,021

5,286

6,307

314

平成船年度(4施設)

1,151

4,897

6,048

262

890

3,781

4,671



⑥区立保養施設等でのスポーツ環境

自然と親しみながら、保養・スポーツ・レクリエーション等の利用ができる区立保養施

設等は、 4施設があのます。日頃、自然と触れ合う機会が少ない区民が、高原と山勺に囲

まれた環境の中で、季節に応じた運動やスポーツを楽しむことができ弐す。

"'W施ヅ設一名.ゞー 系゛ー、MK-゛"所'在4地一ー、武1""

図表 3-17 区立保養施設等とそのスポーツ環境

嬬恋自然休養村
群馬県吾甕郡嬬恋村大字干

俣 2401

メレーズ軽井沢

(軽井沢少年自

然の家)

."、'XψNJ,女、"オj4知松がゞψ゛、ギ●ニナ凡邸疑き§入W●剖郵IP、3'斗ンt逸恵響1珊●>●M゛#ご、X゛ー'兜1

箱根千代田荘

(春から秋)

・テニス(施設内に凱ート2面を保有)

・散策やウォーキング

(冬)

・スキー(付近の民問スキー場を利用)

(通年)

・研修室の活用可

長野県北佐久郡軽井沢町大

字長倉字横吹 2141

湯河原干代田荘

神奈川県足柄下郡箱根町強

羅字向山 1320-275

3,5 スボーツ指導者

(1)スボーツ推進委員

平成23年に制定されたスポーツ基本法では、これまでの「体育指導員」が果たしてき

た「スボーツの実技指遜」、「スボーツに関する指導及ぴ助言」に加えて、「地域スボーツ推

進のための連絡調整」すなわち企画や運営を行うコーディネーターとして新たな役割が追

加され、名称も「スボーツ推進委員」に変更され弐した。

千代田区では、 23名のスポーツ推進委員が、区民のスボーツ活動を支えていミす。ス

ボーツ推進委員は、誰もが身近怨ところでスポーツが楽しめるよう、技術の向上や場所の

確保、クラブの育成方法などについて知識が豊富な指遜者で、区民体育大会や総合型地域

スポーツクラブへの協力、各スポーツ大会の実施、ニュースボーツ(ドッチビー、ビーチ

ボールバレー)などの普及に活動してい薮す。

神奈川県足柄下郡湯河原町

宮上卵7

(春から秋)

・テニス(付近の民間テニス割ートを利用)

・散策やウォーキング

(通年)

・研修室の活用可

(通年)

・散策やウォーキング
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(2)区民が求めるスボーツ指導者

区民が必要だと考えるスボーツ指導者として多くあげられたのは、「スポーツの楽Uみ

方やスボーツへの興味・関脚がわくような指導ができる人」(558%)と「健康・体力づ

くののための運動指導ができる人」(542%)でしだ。スポーツの指導者には、競技やス

キルアップに関する専門的な能力だけではなく、参加者の運動・スポーツに対する動機づ

けを高める能力や、健康や身体に関する知識も求められていることがわかります。

談た、部活動における体罰や指導中の暴力恋ど、スボーツの現場における旧来型の指導

方法の課題が顕在化する中、コーチングなど新た怨指導方法を修得し、様尽な状況下にお

いて、適翊な指導が行えるよう、指導者のスキルを高めていくことが大切になっています。

スポーツの楽しみ方やスボーツへの興眛・関心がわ
くような指導ができる人

健康・体力づくりのための運動指導ができる人

図表 3-18区民が求めるスポーツ指導者(複数回答、3つまで)

イベント・教室などの企画・遅営ができる人

指導に闘する資格を持っている人

競技力向上のための技術指導ができる人

地域スポーツのコーディネート(調整)ができる人

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

20.2%

12.9%

その他

9.6%

わからない

60.0%

9.4%

55,8%

3.5%

無回答

542%

10.9%

4.6%

(出典)千代田区民世論調査(平成 24年度実施)

n=893
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3.6 スボーツに関するイベント

(わ教室・講習会

千代田区では、区民(在住・在勤)参加型の事業として、球技、武道、水泳、スキーな

どの教室・講習会を関催しています。また、日常的な運動・スポーツの機会としては、ス

ポーツセンターで、「週問プログラム」(健康づくりの体操など)を展開してぃます。参加

者数は、合計で延 1 万人を超えてい弐す。

今後は、より気軽に教室や講習会に参加できるよう、短時間のメニユーを取の入れるな

ど更なる工夫が必要です。

{人}

9,000

8,000

フ,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

図表 3-19講習会等への参加者数

6,591

6,517

羅教室,講習会

8,142

456

H23

凝「週問プログラム」

フ,538

(2)スポーツ大会・就技会など

千代田区では、区体育協会、スポーツ推進委員協議会などの主催で、様長なスポーツ大

会や競技大会などを開催しています。区民スポーツ大会は、在住者を対象に、地域の交流.

親睦を主な目的としだ大会で、平成23年度には、ソフトボール、ファミリーパレーポー

ル、ポウリング、ニュースポーツ(ドッヂビーやビーチボールパレー)怨どが開催されま

した。

また、スポーツ競技大会は、年齢別、競技レペル別に多様な大会が開催されておの、平

成23年度には、 22種目で67の大会が開催され談した。

③区民体育大会

千代田区では、区民体育大会を、外濠公園総合グラウンドで例年開催してい薮す。区民

体育大会は、 8つの各連合町会、体育協会、スポーツ推進委員などにより構成された実施

i゛

フ,608

.゛

H 19

8,370

ノノ、ご'、つモ毛

(出典)平成24年版千代田区事務事業概要(区民生活部)

*人数は延数
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委員会が運営しています。

平成24年度の区民体育大会は、第50回の節自となの悲した。スボーツ祭東京2013

のマスコットキャラクター「ゆのーと」と民踊連盟による「ゆりーと音頭」や浅草サンパ

カーニパルに参加したチームによるサンバの披露など、節目を飾る畢やかな大会と恋のま

した。

3.7 区民がスポーツに期待すること

運動.スポーツが地域にもたらす効果として区民が特に期待することは、「地域の健康・

体力づくの」(38,0%)、「高齢者の生きがいづくり」(36.1%)「余暇時間の有効活用」

(347%)です。千代田区のスボーツ振興においては、「健康」、「生きがしU、「余殿の充

実」についての取の組みの充実が求められ弐す。

また、「地域コミュニティの形成」、「世代閻の交流」、陛見子や家族の交流」、「青少年の

健全育成」にも、一定の回答があの、スポーツは多岐にわたる期待が寄せられていること

がわかのます。

前回調査との比較では、減少レている項目が多い中で、「世代間の交流」(+3.3 ポイン

ト)、「高齢者の生きがいづくり」(+26 ポイント)、吐也域コミュニティの形成」(+0.6

ポイント)など、コミュニティや交流などに関する期待が増加しています。

地域の健康・体力づくり

高齢者の生きがいづくり

余畷時間の有効活用

地域コミュニティの形成

世代閻交流の促進

親子や家族の交流

青少年の健全育成

障害者の社会参加の促進

その他

効果が期待できると思わない

わからない

図表 3-20区民のスボーツに対する期待(複数回答、3つまで)

0.0% 5.0% 10.0% 15,0% 20.0% 25.0% 30.0%

1.2%

5.6%

35.0%

12.4%

3.69,

16.89、

20.29'

40,0%

27.29'

38,0%

36.1ツ

(出典)千代田区民世論羽査(平成24年度実施)からの抜粋

フ.69'

34.7y

33
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3.8 千代田区のスボーツ振興費

千代田区のスポーツ振興費は、施設改修費のスポーツ関係費を除くと、 23~3 億円ほ

どで推移してぃミす。もっとも割合が高いのは、施設関連の費用で、全体の8割程度を占

めています。

300,000

(千円)

250,000

図表 3-21年度別スボーツ振興費(予算)

ロスポーツ施設管理運営費

ロスポーツ行事・講習会・団体商成費

国スポーツ指導者関連費

200,000

150,000

100,000

171,999

50,000

178,639

0

57,388

181,038

炉"'ごー,琴ゞ'ヅ"嘉ψ
,ノ゛'_、

,ーゞ、,ー'驫を*ばシ'、J゛'ー_'ψ'゛

20年度

スポーツ指導者関連費

(スポーツ推進委員等の活動費)

4916

63,001

スポーツ行事・講習会・団体育成費
(スポーツ大会・講晋会の開催費や、

スボーツ団休への補助金等)

175,091

21年度

スポーツ施設管理運営費
(スポーツセンター等の管理運営の

ための経費)

4848

64,610

185,920

※単位表示未満を端數調整しています

恋お、平成24年度は、スポーツセンターの老朽化に伴う給排水・空調設備の改修経費

として、約6億3千2百万円が予算計上されてます。

22年度

施設改修等スポーツ聞係費

嘉碑肺

5,289

67,323

U、

勲^

計

4,916

お年度

4508

69,906

57,3き8

談猛圃ミ

計

4β48

171,999

24年度

63,001

234,303

5598

難蕗底

5,289

178,639

(単位:千円)
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234,303

246,488

0
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249,784
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4.計画の基本的な考え方

前回の計画策定後、国では、スポーツ基本法の制定や東白本大震災からの復興の歩みの

中でスボーツの"ちから"が再認識されるようになの弐した。

また、千代田区においては、子どもの体力の向上など、これまでの課題に加え、高齢者

の見守の恋ど地域のコミユニティに関する新た恋課題も現れてきています。

こうした時代や社会の潮流と千代田区のスボーツを取り巻く環境、及び、千代田区のス

ポーツの現況と課題を踏萩え、前回計画の基本理念を継承し、引き続き、取り組みを進め

ていくこととします。

4.1 スポーツ振興の意義・目的

(1)スポーツの本来的意義

近年、健康づくの、地域づくの、そして紳づくりなど、スポーツがもたらす効用の側面

に注目が集まっていぎす。しかし意がら、本来、スポーツは、人問の本源的な欲求や必要

にもとづいて生み出された世界共通の文化です。スボーツは、人勺の生理的な欲求から自

己実現まで、様長な欲求を満たレてくれます。

千代田区は、このスポーツの本来的意義を念頭に、区民のだれもが、スポーツそのもの

を楽しめる文化を創出し、その文化を、未来につなげます。

(2)スポーツの効用

スポーツの本来的意義に加えて、スポーツ文化が定着し、区民が日常的にスポーツを楽

しむことによる効用を視野に入れ、スボーツの振興を図のます。これからの時代や社会に

おけるスポーツ振興は、体力向上や健康増進恋ど身体に関することはもちろんのこと、青

少年の健全育成など、1山に関すること、あるいは、仲間づくり、地域コミユニティの活性

化恋ど、人と人とのつながりに関すること、ミだ、活力ある生活や自由時間の充実といつ

た、生活・薯らしに関することなど、多様な意義・自的が求められます。本計画では、「か

らだ」、「こころ」、「つながり」、「生活・くらレ」の4つの観点から、スポーツ振興の意義

と目的を整理します。

■「からだ」をはぐくむ

子どもの体力低下、高齢者の健康、生活習慣病などが課題となる中、スポーツには、からだを

動かす機会を提供し、体力向上や健康増進を図る役割が求められています。特に、高齢社会を

迎えるこれからの時代においては、高齢者の健康づくり、体力づくりに対する期待が高まります。
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風「こころ」をはぐくむ

いじめ、不登校、引きこもり、犯罪の低年齢化など、子どものこころの問題が社会問題となって

います。また、ストレス社会を迎え、成人においてもこころの問題は重要です。

スポーツは、生きること、喜怒哀楽、成功・失敗などを体験する場であるとともに、スポーツマン

シップに基づく礼節を学ぷ場でもあります。成人にとっては日々のストレスを忘れリフレッシュする

こと、子どもにとっては豊かなこころ、思いやりのこころを商むとともに、コミュニケーション能力や積

極的に行動する態度などを養うことが期待されています。

慶「つながり」をつくる

千代田区では、町会を中心として、お祭り、イベントなどの地域活動に加えて、子ども・青少年

に対する教育、安全、防災、福祉など、地域が様々な機能を担っています。スポーツは、地域の結

びつきをより強くし、これらの機能を一層充実させるとともに、子どもの居場所づくり、高齢者の居

場所づくりなどの役割も期待されています。

瓢「生活・くらし」に潤いを与える

人々が、物理的な豊かさよりもこころの豊かさを追求するようになり、スポーツは、生活、くらしに

潤いを与える役割が期待されています。自由時間の充実、生きがいづくりなどに対する期待が高

まります。

計画の基本理念4.2

スポーツ振興の意義・目的を踏まえ、本計画の基本理念を設定レます。基本理念は、計

画策定の基本となる考え方であり、スボーツ振興の実現により到達すべき千代田区の未来

像です。
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4.3

基本理念を実現するために、達成すべき墓本的な目標を設定し哉す。数値化が可能なも

のについては、数値目標を設定します。数値目標は、平成29年度までの目標値とU、達

成状況を踏衰えて、適翊な評価を実施します。ぎた、必要に応じて計画の見直しを行い談

す。

計画の基本目標

住)スボーツ実施率の向上

基本理念の実現のためには、まずは、多くの区民が、日常的に運動・スポーツを楽しむ

ことが基盤となります。計画策定当初に「週 1 回以上、スポーツを行う成人の割合を

60.0%にする」という目標を設定し、区は、この5年間に様勺な事業を展開しましたが、

目標の逐成には至の弐せんでした。数値としては、 40代・ 50代で前回の値を上回りま

したが、その他の年代でマイナスと恋のました。このため、再ぴ本計画では、スボーツ実

施率の向上を墓本目標として掲げます。

(2)区民のスポーツ活動を支える環境づくの

区民が日常的に運動・スポーツを行うには、機会、場所、組織、指導者など、様勺怨ソ

フト、ハードの整備が必要となります。本計画では、区民のスポーツを支える環境づくの

を墓本目標として掲げます。

(3)スポーツを通レたコミユニティの活性化

スポーツには、健康・{本力づくり、自由時間の充実など個人にかかる様ん悲効用ととも

に、人と人とを繋いでいく働きがありミす。本計画では、スボーツを通したコミユニティ

の活性化を基本目標として掲げます。

この基本自標を達成するため、以下の数値自標を設定します。

数値

(1)週 1 回以上、スボーツを行う成人の割合を 60.0%にする。

(2)屋外スボーツの場を1箇所確保する。

(3)スボーツ指導者人材バンクの登録者数を 100 名以上にする。

目 標
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5.重点ブロジエクト

重点プロジエクトは、スポーツに関する施策を網羅的に整理した施策体系から、計画の

基本目標を達成するために、千代田区として特に亜点的に取の組む施策として掲げるもの

です。本計画では、 3つの基本目標を達成するために、 3 つの重点プロジェクトを掲げま

す。

はじめに、運動習慣による生活習慣病予防対策等を推進するため、運動やスボーツの実

施率の向上を目的とする、「1 運動習慣による"生活習慣病予防"プロジエクト」を展開

します。次に、区民のスポーツ活動を支えるための環境づくのを行う、「2 "場"の充実・

有効活用プロジエクト」、最後に、スポーツを通したコミユニティの活性化を目的とする、

「3 "地域のちから"プロジエクト」を推進し家す。

これら3つのプロジェクトは、それぞれが3つの墓本目標を達成するために重要恋役割

を担っておの、相互に連携させ恋がら推進していきます。

'
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5.1 運動習慣による"生活習慣病予防"プロジェクト

(り目的

3人に1人が60歳以上という高齢社会を迎え、いきいきと自分らしい生活を続けてい

くためには、健康でありつづけることが大如です。生活習慣病とは、不規則恋生活、老化、

過労、ストレス、遺伝、運動不足、食生活の欧米化等様勾な要因がその原因とされてい弐

す。種類としては糖尿病、脳卒中、1山臓病、高血圧、脂質異常症、肥満恋どがあげられ家

す。生活習慣病の予防のだめには、若いころからの健康管理が大仞です。定期的恋健診受

診による健康状態の把握と食事、そレて運勳習慣(スボーツ)怨ど、生活習慣の改善が大

変坐要と恋って浦おり、結果とレて医療費の抑制も見込まれます。

このため、「運動習慣による"生活習慣病予防"プロジェクト」では、誰もが楽しく体

を動かすことができ、食に対する意識を高めるとともに、各年代におけるスポーツ実施率

の向上を目指し談す。

(2)取組内睿

区では、生活習慣病予防、早期発見と健康保持増進のため、 20歳以上 39 歳以下のう

ち一部と、 40歳以上の全員の区民を対象に、区民健診を実施しています。

また、スボーツを通じた取り組みとして、健康づくののための相談体制の充実、スポー

ツ講習会.教室恋どの実施、シルパートレーニングスタジオ、介護予防公園体カアップ教

室などを実施し、若い世代からの早期の生活習慣病予防対策を進めていき弐す。

③具体的な施策

①スポーツに関する相談体制の充実

区民一人ひとりが自分の健康状態や体力に見合った運動・スポーツを行えるように健

康やスポーツに開する相談体制の充実を図り談す。

②スポーツ講習会・教室などの実施

これからスボーツをはじめたい区民のため、多様なプログラムを用意し、教室を開催

します。プログラムについては、重点プロジェクト、区民のスポーツを支える環境づく

りともりンクして実施していきぎす。

③シルバートレーニングスタジオ

高齢者の筋力維持、柔軟性を高め加齢による体力低下を防ぐ体操を行い談す。会場を

区内に分散し、参加しやすい環境を目指します。

④高齢者のための運動プログラムの実施

「千代田体操」の普及や介護予防公園体カアップ教室恋どを通して、高齢者のための

運動プログラムを提供し、楽しく体を動かすきっかけにしていきます。

※「千代田体操」
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平成23年に千代田区で介護予防を実践している区民ボランティアに対する研修会「いきいきり

ーダー研修会」にて、気軽に取の組める体操をと介護予防の専門家の助言を受け恋がら制作されま

した。r千代田区歌」に合わせて準儀体操、りズム体操、筋肉を意識した体操、整理体操の4畜畊種

成となっていミす。「座位」と「立位」の方法があり、体の状態や体力に合わせ、無理なく楽しく

気軽にできる体操です。

⑤食育

区では「食育」を、「生きる上での墓本であって、知育、徳育及び体育の墓礎となるべ

きもの」「様R恋経験を通じて『食』に関する知識と『食』を選択する力を習得し、健

全な食生活を実践することができる人間を育てること」と位置づけ、地域をあげて、食

育の推進に取の組んでいます。

衰た、スボーツでも、食育は重要に怨ってきておの、運動・スポーツの前後の食事の

内容が運動の効果等に大きく影響することもあります。

このため、専門家の協力も得て、食事の大胡さや摂取方法恋どについて講習会などを

通じて周知していきます。

"場"の充実・有効活用プロジェクト5.2

(1)目的

運動・スボーツを行うには、施設や場所、空間が不可欠です。スポーツを行わない理由

とレて、 25.4%の区民が「身近なところに場所や施設がなしU と回答しています。また、

「忙しくて時問がない」と回答レた区民が、 48.6%いたことから、施設や設備の充実に

とど談らず、身近なところで身体を動かすことができる場所や空間を有効に活用する工夫

が必要となります。

「"場"の充実・有効活用プロジエクト」では、既存の施設・設備の充実、身近なとこ

ろで身体を勤かせるよう恋工夫、さらに、大学や私立学校、民問企業との連携によの、区

民の誰もが、いつでも、どこでも、いつ弐でも、気軽に身体を動かせるための活動場所の

確保を目指します。

(2)取組内容

花小金井運動施設の改修や公園・広場等を活用した子どもの遊び場の確保に努めていき

ます。荻た新スポーツセンターの建設や夢の島東少年野球場の閉設時の対応について検討

を開始します。さらに、皇居周辺、坂などをめぐるウォーキングコースの設定や大学、私

立学校、民間企業との連携によの、スボーツの場の充実を図ります。

さらに、区民の屋外でのスポーツ活動を支援するため、区内では確保することが困難恋

屋外スボーツ施設の確保に努めます。

(3)具体的な施策

①屋外スポーツ活動支援
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区の屋外スポーツ施設は、外漆公圍総合グラウンド(野球場1面、テニスコート2面)

1 か所で、区外の区立施設を合わせても、土日の利用は飽和状態に怨っています。この

ため、区民が利用できる距離の範囲内の屋外運動施設の調査を行い、賃借や補助など

様凡な方法を検討し、区民の屋外スボーツの場を確保します。

②花小金井運動施設の改修

軟式野球場2面の花小金井運動施設を活用し、施設・設備の充実を図の弐す。平成2

5年度には、管理棟等の老朽化対策のための改修工事及びグラウンドの人工芝化を行い、

競技種目の多種同化や通年利用が出来る施設に整備し、平成26卸度に新施設として開

設します。

③公園・広場のスポーツ機能の確保

区内の公園や広場に、フットサルコート、パスケットゴール、介護予防遊具などを設

置し、身近恋ところで身体を動かせる場所や空問を確保しています。

現在、小川広場にフットサル・パスケットゴール、神田橋公園にパスケットゴール、

東郷元帥記念公園及び西神田公園に介護予防遊具を設置してい荻す。

荻た、次也代育成支援の観点から、子どもが「いつでも」「気軽に」「自由な発想で」

「のぴのびと」遊べる環境を整備するため、子どもの遊び場を確保するだめの取り組み

を行っていきます。

④ウォーキングコースの情報提供

千代田区では、皇居周辺や57の坂怨ど活用し、身近恋ところで楽しみながら体を動

かせるウォーキングコースを紹介してい萩す。 6出張所各地域にウォーキングコースを

設けたスボーツ・運動ガイドマップ、千代田の文化や歴史に触れるお散歩コース、ふる

さと文化の散歩道等があのます。ゆっくのとした歩調で散歩することも運動としてとら

え、ウォーキングコースを安全に歩行できるよう歩道の整備などを行うとともに新た恋

ウ万ーキングコースを提案していきぎす。

⑤大学・私立学校・民間企樂との連携強化

大学や私立学校のスボーツ施設の区民開放やスポーツに関する大学公開講座の実施に

ついて働きかけていきます。また、企業が所有するビル等の公開空地や郊外施設の有効

活用について検討していきます。

⑥新スポーツセンターの建設の検討

将来的に建替えが必要となる新スボーツセンターについて、外部の有識者を含めた検討

組織を設置し、建設手法や機能等について検討します。

新スポーツセンターの建設にあたっては、敷地面積恋どの条件によの設置できる施設や

機能に制約があの弐す。このため、新スポーツセンターでは、施設の中核と恋るメインの

競技場怨どの施設を確保することを最優先とする必要があります。

また、千代田区スポーツ振興基本計画中間改定検討委員会では、正式な大会や競技会が
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運営できる施設から娯楽的なスポーツ施設まで、新スポーツセンターについて非常に幅広

い意見及び提案があり悲した。(詳細は、下記参照)

今後、区のスポーツ関係施設や民間スポーツ施設との役割分担も合わせて、新スポーツ

センターの機能を取の弐とめるとともに、既存のスポーツの施設内容の見直しを含め、検

討を進めていき家す。

~スグrーツ女ンター蜜傭にっιIZ ~

rチ代留区スオーツ疾興塞本舒酉中閉改宏友尉委貞会愈見ノ

二紹介ιまず。

千代田区スポーツ振興基本計画中間改定検討委員会では、スボーツ振興基本計画の中間改

定に向けた検討を行うとともに、現スポーツセンターの老朽化に伴う建替等の整備にっいてもご意見

をいただきました。

その一部をご紹介いたします。

◇施設のイメージ

子どもから高齢者まで幅広い層の区民が交流しながら、一緒にスポーツを楽しめ

る施設

あまりスボーツをしたことがない人でも気軽に入れる施設

競技スボーツの場

区民が生活の中にスボーツを取り込み、健康な生活を送り、集うことの楽しさ

なビを共有できる複合施設

◇施設の機能

・メイン競技場なビ最低限必要なものを確保

・民間のスボーツ施設と棲み分けによる機能の分散化

・多目的に使える施設

.敷地等の条件により、設置できるならば、各種目の競技施設、健康に配慮したメニユーを提供

する食堂等

◇新スボーツセンターで実施してほしい事業等

・食に関する講習会、スポーツ健康相談、初心者向けや親子で参加できるプログラム、スボーツ・

健康用品の物販等

◇建設方法及び運営について

・公設公営、公設民営、民設公営、民設民営なピ管理・運営には様々な方式があη、千代田

区にふさわしい方法を多面的に検討することが必要。

以上、施設の機能から運営方法まで幅広い意見がありました。
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"地域のちから"プロジェクト5.3

(1)目的

千代田区は、江戸時代から続く歴史と伝統の胡る地域として、様尺な歴史的、文化的な

情報を発信してきました。しかし恋がら、スポーツに関する情報発信は、弐だ、十分とは

いえ弐せん。ラジオ体操会発祥の地や白本野球発祥の地といった千代田区ならではの特色

や小中学校の児童・生徒が全国的恋大会での活躍、元オリンピック選手などスポーツに関

する人材の発掘恋ど、スポーツによるコミユニティの活性化のためには、地域の情報の発

信や活用が欠かせません。

弐た、様尽な人と人とをつ惹ぎ、新たなコミユニティを醸成していくために、コミユニ

ティスクールや総合型地域スボーツクラプ、区立小学校のPTA、町会と連携してスボー

ツ活動を展開していき弐す。

(2)取組内容

地域コミュニティ活性化のため、区ホームページ等を活用して、スポーツに関する惰報

の発信や活用を行い萩す。

地域の人材をスポーツの指導者として登録するとともに、区内で活動する団体等に派運

することで、地域のスポーツ活勤を積極的に支援します。

(3)具体的な施策

①情報発信の充実等

区のホームページに新たにスボーツに関する項目を設けて、講習会や大会の案内のみ

ではなく、スポーツに関するマナーやラジオ体操会発祥の地としてのPR恋ど幅広くス

ボーツに関する情報を提供します。

弐た、千代田区体育協会等のホームページとの連携を強化し、吏恋る情報の発信に努

め、新たなスポーツ活動の活性化を図ります。

②スポーツ指遜者人材バンク制度の充実

卓越した経験や能力をもつ人尺を登録・紹介する「人材パンク」制度のうち、スボー

ツ指導者の人材パンクを充実し、スポーツの指遜を行いたい人と、指導者を求めている

団体などの結びつけを継続して推進します。地域のスポーツ人材を効果的に活用するこ

とで、地域でのスボーツ活動の活性化を図ります。

③スポーツ指遜者の派遣

スボーツ指導者人材パンクや体育協会、スボーツ推進委員との連携によの、学校のク

ラブ活動・部活動への指導者の派遣を行い談す。

④トップアスリートの招肥

児童や生徒のスポーツ実施率の向上には、トップアスリートに会い、話を聞き、技術

を実際に見て、スポーツの素晴らしさや魅力を体験するも重妾怨要素の1つと恋ります。
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今後も、健康・

の招駆に努め、 1

す。

⑤ラジオ体操の普及

ラジオ体操は、音楽に合わせて体を動かす「軽い運動」と思われがちですが、正確に

行えぱ、肩このや腰痛の改善、脂肪の燃焼などさまざま恋効果が期待でき、手軽な運動

として見直されてい弐す。

現在、区内には、通年でラジオ体操を行っている会場が4か所あのます。この他に夏

休み期問中にも区内各地で児童や生徒を集めてラジオ体操を実施しています。

ラジオ体操会発祥の地であることを広く全国にPRするとともに、ラジオ体操会への

支援を積極的に行っていきます。

食育・体力向上プランの推進の取の組みの中で、学校へのアスリート

人でも多くの子供たちが、スポーツを始めるための動機づけを行いま

⑦地域によるスポーツ活勤の支援

スポーツ推進委員や体育協会と連携し、コミユニティスクールや総合型地域スポーツ

クラブでのスポーツ活動に指導者を派運するなど様ん及支援を行い差す。

また、気軽に楽しめるドッヂビーなどのニユースポーツの大会や講習会を開催し、日

常的にスポーツに親しめる事業を展開していきぎす。
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6.施策体系

施策体系は、スボーツに関する庁内各課の施策について、本計画の推進に必要となる施

策を網羅的に整理したものです。施策は、庁内の各課と連携して取の組むのはもちろんの

こと、区民、地域、学校、団体、企業などと連携、役割分担の上、効果的に推進します。

匿亟ヨ 1スポーツ実施牢の向上

図表 6-1 施策体系図

スポーツ講習会・教窒・大金の実施

掲定管理考による運勳ブログラムの実諾(スポーツセンター)

スポーツ施設の区民利用の促進

健康教育の実施

健廉・食育・体力向上プランの推進

幼児・児童・生徒のための謂座・講習会の実施

巨玉亟司

学校ウラブ活動・部活動への支擾

子どもの居場所づくりへの支擾

瑳拡

※拡

児室センター・児童蛇でのスポーツ活動の実施

シルバートしーニングスタジオの実施

高齢者のための運動プログラムの実施

2区民のスポーツを支える環境づくり

心身障害者水泳教塞の実族

白曜青年教塞の実籠

スポーツ団休との共催事案の実施

場所

大学・私立学校・民間企業との連携強化

地域のスポーツクラブ・区民自主サークル団体などとの連携

コミュニティスクール運営委員会との連携強化

高齡者センターでのスポーツ活動の実施

楽拡

点新

重

謂座・講習会バウチャー制盧の奥施

スポーツに闘する相談休制の充実

童欝出前講座の撰施

惰報

厘匝蚕ヨ

☆新

☆新

匿外スポーツの活動支擾

花小金井運動施設の改修

指定管理者によるスポーツセンター運営の充実

コミュニティスクールの推進

3スポーツ圭通したコミュニティの播性化

※拡

学校スポーツ施設の地域への聞放

公聞・広場のスポーツ機能の確保

☆新

大学・私立学校・民間企業との連携強化

新スポーツセンターの建設の検酎

スポーツ施設や活動に閥する総合情報ガイドブッウの廃行

崇拡

※拡

スボーツ・レウリエーション活動に闘する惰報誌の発行

ウ"ーキングコースの情紐提供

惰穀発信の充実

地堆の団体等を通じたスボーツ精報の堤供

スボーツ推進曇員の育成・支援

スボーツ指導員の設置

地域介護予防活動の支擢

炎拡

侵康づくり推進員の股置

スポーツ指導蜜人村パンク制度の充実

スポーツ指導者の派遣

スポーツ団体の支擾

総合型地域スポーツクラブの支擾等

コミュニティスクール運嵩委畏会との遮携強化

公園・広場のスポーツ機能の確保

地域の団休等を通じたスポーツ情報の提供
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6.1 スボーツ実施率の向上

【具体的惹取り組み〕

ニ、4註>,

無二舗,、f
、^1キ肩り夕C鑢11゛゛.・

"ノ、

スポーツ講習会・教室・
大金の実繍

X'13武贄諦雫或"4遥忌え0ゞ玲無,拠'ルi無1'都^締゛鷲見ゞ、導々長゛'^ミ罫,》●郭ミゞ

指定管璃客によるスポー
ツセンタ^嵩の充饗

ごれから運動・スポーツを推めたい区艮やスポーツ批導煮のための講客
金を開催します.また,区民の二ーズに対応するため、多抵なブログラムを
用意し、教室等を講催Lます.プログラムについては、民間棲関との連携
により、これまでにない魅力齢なプログラムを換討Lます.さらに、区民や
団体の交筑を促進ずるため、各大会寺闘催Lます.

スポーツ楯設の区毘利
用の促進

指定管理者制度により跿潤活力を活用し、効果釣、効率的な公共ス
ポーツ施設運嵩を行いま,'.

催康教膏の撰施

スポーツセンターの区戻無料聞放【毎封郁3日曜日)、プールの小中掌
生無料朋放(夏休み期間、土ヨ祝日)を実施Lまず.

健康・食省,休力向とプ
ランの推進

健庫セミナー.栄饗筑習会、運動実践コース等を細み合わせて、「生活
習憤病〒餝敦室」や「生活砥慣病予劾相談事案」笹実族します.

琴§率匝至§無凌会匝■、郭§

区立幼稚閏.二ども面.小学校,中学校.中纂教育学校において、干ども
の健康的な生活習慣の形成、定培や体力向とのためのプランを実鰯して
いま甘'.
具体約には、健匿歓育・食育・体力向上のモれぞれの分野の専門家を
訴師として扣き、干ども・教員・保護者向けの實習・講演等を実筋しまず.

講習金32囿
教室51回
週刊プログラム9楓
大会42回

幼児.兜童.生使のため
の誹座・鷹晋会の実施

道動・スポーツを行っていない干ども、苦乎な予どもでも参加できるよう
に、多様な種目を用量L、午どもを対象とした講座や講習会を実施Lます.

単戒19年痩から拍定管理者制
度を導入し、効果的.効準釣な
施殴運営劃テつた.

'.ψ .'゛、y^'占ーナユ

(謂座,凱晋会の内容)
小学生体操教寛・子供水泳敦窒・中学生水泳教室・子供釣り教室
・子供スキ^室・ジュニアテニス講習金・少年相撲火会・少年野球
大会・ミニノくスケットボール大会・舸心考ワットサル教室・区民スポー
ツ大金フットサルの集い・ジュニアゲートポール教室

学校クラづ恐動・都活動
への支擾

'ニエ

・生活冒慣病予訪教塞を2田制
で年6回実施Lました.
・生活誓慣病予防投談ほ罪10
回実詫しました.

茎巡Ixtご所"管唾会§ミミ,'

継続

実誇

スポーツ掬導者人材バンク制度の活用や体育協金・スポーツ雉進委員
憐隆会の称力により、外郁指導員を派造L、学發でのウラブ活動や郁活
勳の充實安園りまサ'.

子どもの居塀所づくりへ
の窒擾

文化スポーツ課

継続

すべての面・校において、専門
家による突習・講演等を實座L
ました.

継続

教育奨員金や学放、地嫉、家庭の連携のもと、放詳後や週棄に学校の
スポーツ諾設等を活用L、運動・スポーツ矯動を通した、〒どもの居増所づ
くりを推進L、「放課徒子どもプラン」の実現を支樫していきまず.

文化スポーツ課

児童センター・児童誼で
のスポーツ活勲の実娠

継鰻

ジユニアテニス謂冒金、ジュニア
育成卓球教室、ジュニア空手道
講皆会、子ども水泳教室、ジュ
ニアスキー康習兪、親子釣り教
室、チピウコ体操粒室、小学生
休操教寅、キッズスポーツ塾

立化スポーツ課

予算の効果的な配当
と拡充と劃実計しながら
継縞していきまゞ'.

幼児から小学生までの児寅向けに、体操クラブ・ジやズダンスクラゴと
いコたプログラムを提供L、廃遠【純じた休力の向上を回ります,
また、休宵室界の施設が茎っている児堂センター・児童飽では、午後5
時から6時までの時間帯を、中高生等の壕用の時閣帯「中高生タイム」と
して、スポーツ活動の機会を提供します.

シルバートレー=ングス

タジオの実施

催康推進課

学校活性化のための地堆協力
型事爽により、各学校での講師
退定を受け、クラゴ活動や部活
動に講師走濫造Lました.

高酷雪が区民舘などの身近な雄設で、足匪の筋カアップやストレッチの
簡単な運動を気軽に行える理境を控偏サることにより、加齢による筋力の
低下、生活機能の低下を予砧するための堤を提供します.

抱導課

継幌

各柱で「放廉謹子ども教室」の
遊び七して、ダプルタッチ、大縄
銚び等の運勳・スポーツを実施
している.また、休験メ=ユーとし
て、ミ=ノ{スケウト、一輪車等を
実施した.水泳教室は節電封策
で中止とした.

平成24年度より事実
の充実のため予耳を常
額するとともに、、成果
を検歴Lながら継続L
ていきまサ.

文化スポーツ課

児案センター・告児寅蛇におい
て、幼児と小羊生を対象に体操
等の括動を実座.また、「中嵩生
タイム」実笠館では5時から6時
(寄士見わんぱくひろぼはプ時)
までの跨間帯を中高生専用とし
てスポーツ活動を実施した"

指導課,文化スポー
ツ課

継快奥施

区内12か所で輿施.
(阿)ー(金)のfまぽ平日毎日実
施している.

児寅・家庭支授セン
ター

継続実応
児寂・鍬庭支提セン
ター
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高齢雪のための遅動プ
ログラムの捉供

、前空lt弁イミ四t
、ー']"ノ:'ト.

心身隙密名水泳教塞の
実施

瓢§卜冬^ゞ.琴'ヲ電f途ミ瓢^越恕ミ弓毛^,墜ミ^亀ミ雫'、尋^雫^'L怠二'ミ

平彪3年塩に作劇、た「千イ出体駒の普及や介1蔓予防公園ケ寸ーヰン
グ級劃'どを通して、漕喬慥のための運動プロゲラムを提世Lま,'、

運動・スポーツをする機金が少ない心身障害者を対象に、水泳教室を聞
催し、スポーツの秦Lさを休晃してもらうとともに、体力向上と健議増進を
図ります.

督曜青年教室の実施
障害者が、運動・スポーツを通して社妾的適応力を伸ぱ,ことを目的に、
各捜教室竈闘催しま甘'.また、活動の幅を広げるために、他匡との合問レ
クリエー.ノヨンを実施Lま甘、.

スポーツ団体との共催事
菓の実座

大学・私立学校・民間企
東との連携強化

謬惑i響五懸酉す釜

干代田区休育独会と達携し、各腫スポーツ大金や蹟習会等を閏催Lま
す.また、スポーツ推進委員協塚会七の連携のもと、様々な覆目の区昆ス
ポーツ大会を聞依します.

千代田体操DV0Φ作成
而神田公図、東擢元舗記念公
悶に設置している催康遊具を利
用Lた運動教室の聞催

地縦のスポーツクラブ,
区民自主サ^ル団体
などとの速携

大学や私立学校のスポーツ施設の区民朧放やスポーツに闡寸る大学公
加講寵の実施について働きかけていきまず.また、企柴が所有するビル
等の公聞空地や郊外坂設の有効活用について検計していきまず.

水泳連盟が主催L、6月5,12,
26日の3日間実施Lました.

1今健皿計涜工雙鼠悶二

コ婁ユニティスクール運営
曵員金との連携強化

既崖、諭習会、教室等の聞蛙に際Lて、地域のスボーツクラブや区民由
主サ^ル団休なぞとの建携を図ります.

水泳・ポウリング・しウスポーツ・
ワラダンスなどのスポーツ事案
を、通年で典施しました.(全2コ
国のラち、スポーツ事案は13白
間)
4区合詞レウリエーション火金
U0月30日醐催、金場千代田
区スポーツセンター)
干代田区からの参加唐幼人

干代田休爆のホーム
ペーフによる配虐

高酢者センターでのス
ポーツ活動の実叢

、X^途^管腺X§巡・戸

コミュニティスクール運営委貞会と連携を園り、生涯学習の一貫として、
地域でのスポーツ活動の活性化を個ります.

璃座・講誓会バウチャー
制度の実座

縦挟

高齢介領牒

スポーツセンター、井田さくら
鱸、外壕公閏の外,権々な金堪
で多狼目のスポーツ大金・1講習
金・区民スポーツ大会を聞催し
た.

健康ガくり、手づくり事案、各樵問好金において、ラジオ体操・卓球・フラダ
ンスなピスポーツ活動を通して健盧保持・増進安匪りまゞ'.

スポーツに闘する相険
休制の充実

文化スポーツ課

償艮が艮間橿閏で臨座や講智会を受諭する際に、区が費用の一部を動
戒する断塵・講晋会バウチャー制度を引き耕き実施するとともに、モの推
進を図ります.

継鶴

食育出前講座

区民一人ひとりが自分の僅廉状態や体力に見合0た運動.スポーツを行
えるように、関係各課と連携しながら相談休制の充実を図ります.

文化スポーツ課

来実施

食育ネットワーウ害活用し、食に幽する出前講座を実施します.
燮講者の二ーズにより、からだと栄蔓やスポーツ業讐都も行います.

織幌

コミュニテイスクール運営委員金
による地堆の主休豹な活動がで
きるよう、区も運坐委員会に参
加L、必要な施詮道嵩や幣晶整
備等の支樫を行いました.

未実施

働きかけ・検対を継続

文化スポーツ課

区民自主企西鼠崖等
での冥施検討

9事業・フ「同好会

号径も引き続き遅営
委員金との連講をとり、
スポーツ活動の活性化

を促Lまサ.地域馴放
時に、定期的に活性事
案を行いま,'.

文化スポーツ課

実庶
隣座提供機騎
8大学.1,民間機関

文化スポーツ課

文化スポーツ課

継読

出前厨座実施圃敗
23 回

実施

縫続

高齡権センター
件冨祉就務課)

継続

文化スポーツ課

継続

文化スポーツ課

趣康雉峯課

47



62 区民のスポーツを支える環境づくり

【具体的な取の組み】

携獣§県井的処二畷鷲

屋外スポーツ恬動支提

花小金井違動施設の改
修

運巡M.●^'翁戸、Y凡容^途畉要i今^'^会^発総}4^气Nミ

措定管理者によるスポー
ツセンタ^営の充実

鳳暴が判用できる範郵内の属外スポーツ驚設や送休地等の調査樹〒
い、賃惜や補助など様々な方怯を検討L、区民の屋外スボーツの堪を確
保Lます,

璃在軟式野球堪ユ面の花小金井運勵施設の改修札、フットサルやゲー
トポールなだで利用で審る多目的腔般に改修し、般備及び識椛の充実を
鈎りまサ'.

コミュニティスクールの

指定管理者制度により鶏間活力を活用し.効果的、効牢的な公共ス
ポーツ飾設運嵩を行いま,.

区では、学披を、地域の人々の文化学晋・スポーツ等の生涙学習や地
域コミュニティの拠点として位置,ナ、家庭・地域・学校が一体となうて、
地域ぐる"の学冒活動去推避する二とを塁ミニニティスクールの理念として
います.二の取組を一惰推進する二とで、生涯掌習として地域に捜ざした
区民のスポーツ活動を促進Lます.

学校スポーツ施設の地
域への關故

壽烹毎匝血年匝曳璽直蚕瓢

小学校の校庭聞放と中学校等の体育館夜間聞放を引き続き実施L、区
民の身近なスポーツ施設として牲持します.また、総合型地域スポーツク
ラプの活動拠点となるよう、豊備の●要性についての検討生行いまず.

公瓢・広場のスポーツ提
能の確県

基本設計の完?

早成19年度から指定管理き制
度を導入し、効果的、効寧酌な
施殴運営を行った.

ミ竜毯円計圏煙成窒影
、,^ 11

区内の公囿や広堪に、コットサルコート、バスケyトゴール、介璞予防遊
具などを設置し、身近なと二ろで身休を勤かせる場所や空間を珪保してい
ます.
また.次世代育成支擾の韻点から、子どもが『いつでも」r気軽に」r由由な
発想で」rのびのびと」道ぺる斑填を墨備するため、干どもの迦び塙を確保
するための取り組みを行うていきます。

火学・私立学校・民間企
業との速携強化
【再掲}

岳平童蓼館・神団さくら館・麹町
小半校、窟土屍"らい館の4施
設においてコミユニティスウール
藁業を運営しています.また、運
営委員金と、主休的な運営がで
きるよう、連携と粧力主進めまし
た。

1箇莇確保

斬スポーツセンターの建
設の検討

美薪整所曾鳶尋、ゞ?

平成25卑度工事

拍定管理看によるスポー
ツセンタ^営の交実

火学や私立学校のスポーツ施設の区民聞放やスポーツに関する火学公
開断座の実誇について働きかけていきます.また、企梨が所有するビル
等の公廟空地や郊外腔叢の有効活用について検討していきまず.

・旧今川中学校でスポーツ聞放
を実葹リく卜三ントン、卓球、バ
レーポール、バスケツト
利用件数(体育館、校庭):33巳

・コミスク除くは育館等の施設聞

文化スポーツ課

継続

将来的に建讐えが必要となる新スポーツセンターにういて、外部の者識
零を含めた検討組轍を設置します.

スポーツ施設や活動に
閲する綿合惰報ガイド
プックの発行

立北スポーツ誤

判用件数(体育館、按庭):217
B件

指定管理者制崖により民間活力を活用L、効果的、効率的な公共ス
ポーツ詫設運営を行います.

文化スポーツ謡

継続

スボーツ開放の奥塊

琶が行っている講崖.椴室、イペントなどを中心にまとめた情報ガイドブッ
ク「ちよだ生涯学習ガイドブック」を宛行し、区民の密発的な遅動・スポーツ
活勤を支擾し庄す.
また,外出・逓動・通学時でも、手軽「こスボーツ・違動座設の請報が分
かるポケットサイズのrスポーツ・運動ガイドマップ」を発行し、施姓剥用者
写の増加につなげまず.

スポーツ・レクリエ^ヨ
ン請勘に風する情報誌
の兜行

文化スポーツ課

維持管理割テいながら継綬Lて
いる.

継摂

ウ"ーキング劉ースの情
報提併

広報干代田のスポーツ・レウリエーション惰報の充実を潤り、猿模的な惰
報発信劃テいまサ'.また、千代田区乾合ホームパ"ノでも、スポーツ・レク
り工ーション情報の交実を図り筆す.

「千代田区公閏・党寅
遊面都甍傭方叶」に基
づき計固的に行うととも
に、整備にあたっては、
地域住妥や利用者の
参西を得ながら進めて
いく.
また、子どもの遊び増

の確保と千代田区が将
来的に目指ず理恕の遊
び場についての考えを
まとめ、景例化を行う.

継読

こども施霞謀

情報尭信の充実

地域の団休等を通じた
スポージ情報の提供

曼居周辺や罰の坂などを活用Lて、身近なところで楽Lみながら身体を
動かせる、ウ井ーキングコースの惰報を提供します.また、ウォーキング
マップを詐成するほか、標識の設貴,安全に歩ける歩道の整惰などを、適
路管理者とともに技討Lます.

米実妬

文牝スポーツ諜

平成19年度から指定管理看制
度を導入L,効秦的、効牢的な
施股運堂劃テつた.

より効柴的、効牢的1こスポーツに凰サる惰報を提供できるよう,区ホーム
ページをはじめ様々な方法を検討していきます.

「千代田区スポーツ・運動ガイ
ドマップ」を、引き携き有償頒布
しました.
早成23年度販売実韻:150
部

軸きかけ・桟討を継続

道路公面課
子ども総務謀

町金等の地域団休やポランティアグループ等のネットワ^を括用L、ス
ポーツ惰報の広楓を実施Lます.

検討会を設置し、総果
を取りまとめる

区・区休青協金.スポーツ推進
委員徳隆全の各主催スポーツ
事案、及びスポーツセンターの
管理運嵩を行なっている指定管
理考による告損教塞について、
広報千代田弊で参加妻募築を
含めたPRを、随時行いました.
また、「ちよだ生涯学習ガイド

ブッウ」に、主蔓なスポーツ事業
を掲載し、各区立施設での配審
を行いました.

文化スポーツ課

稚携

5振ごとに(平成29年
痩までに)改訂版を曼
行

戈化スポーツ課

文化スポーツ課

ウ"ー^ングコースぞ盛り込んだ
rスポーツ・這動ガイドマップ」を
配布した.

文化スポーツ課

継擾

舞年作成Lている「干代田区
スポーツ行事予定壷」を、区内
公共詫設に配布Lました.
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文化スポーツ課

綴読

犢討を実施

文化スポーツ課

羅銕

文化スポーツ課

丈化スポーツ課



スボーツを通したコミュニティの活性化6.3

【具体的な取の組み】

休的4§4葬途'

スポーツ推進委員の育
成・支擬

喜、健K、ぷy二恐J'ゞ'ミ小念、、趣きゞ、禎鷲'撫1ぐ'彰^、御畭',゛1え熊1鷲倉ゞ心鴫論＼知二式<゛,ン

スポーツ痢埠員の設蛋

スポーツ雑進委員の育成と支擾を行いまず.スポーツ推進曇員は、ス
ポーツの実技指導だけではな(、総合型挫域スポーツクラブの支橿やイペ
ントの聞催など、様々な方面から区民のスボーツ抵輿を支えます.

地域介匪予防活動の支
擡

区艮の体力向上及び健慶増進を団るための「スポーツ指導員」を、ス
ポーツセンター仁設置し、匡戻の運動.スポーツ活動を引き続き支授Lま
す.
また、スポーツセンター推定管理者と連携し、スポーツ指導員による休
力向上のための事業の充実を図りまサ.

僅庫づくり推進員の設
置

rシルバートレーニングスタジオ」や「高齢煮センターマシン使用アドバイ
スデイ」1こ参加Lている高齢者の体操・運動の賄肋の極割塩担うポランティ
7で畠るル暗いきり^ー」が.介唆予防事案の円滑な実族を闘れるよ
う.研幣を実篤し、地堆での活動を推進するためのり^ーとしても省成L
ます.

スポーツ指導者人材バ
ンウ制度の充実

侵廉づくり1=閲心と熱意のある20惣以上の区妥からなるf健康づくり挫
進員」が、堆域の盛主的な地域活動を通じて、区艶の健康の保持・増進と
健康酢命の延伸を御りまず.

スポーツ指導者の堤還

卓越Lた経駿や能力をもつ人々を窒豊・紘介ずる「人材バンク」制度のう
、スポーツ抗導者の人村バンクを充実L、スポーツの指導劃〒いたい人
と、指埠者を求めている団体などを結びつけを推進します.地域のスポー
y人村を効寮釣に活段することで、地域でのスポーツ活動の活性北を匪り
ます.

琴t運蔵ミ弄厘匙雁亘讐装1

スポーツ団体の支擡

区主催.都主催の研捧会.靭究
金に堂加した.

総合型地域スポーツクラ
プの支擾

スポーツ指専零人材バンクと達動し、織合整地域スポーツクラブ、学校
のウラブ活動・却活動への指導考の無遣壹行います.

実諾

干代田区体育佑金.スポーツ惟進嬰員協鼠金など、スポーツ閏連団休
の支擾劃テいまず.

^ノコ'ψ^.Y 風゛

コミュニティスクール運営
委員会との連携彊化
(再掲)

「いきいき,Jーダー研修会」6圖
聞催.
「筋カトレー=:ノグ」謂習会託回
聞催.

斡合型地域スポーツウラプの運営を支擢します.運嵩支擾にあたって
は、東京都休育協会、千代田区休青協金、スポーツ推識委員協憾会など
との連挽を園りまサ'.

継謡

繪習商管尿細1

24人に曇嘱しました.

コミュニティスクール連嵩委貞会七蓬携を園り、生症学習の一貫として、
地斌でのスポーツ活動の活性化を曲ります.

公圃・広堪のスポーツ機
能の確保
(河掲)

継続

文化スポーツ鰈

ホームページで人村バンウ情報
をPR.

文化スポーツ課

鞭綬

区宍の公糎や広増に、コットサルコート,パスケットゴール.介崖予訪遊
具なEを設置し、身近なとこるで身休を動かせる場所や空間を雛保してい
ます.
また、次世代育成支擾の観点から、子どもが「いつでも」「気軽に」「自由な
尭懇で」「のびのびと」遊べる斑墳を整幣するため、子だもの遊び場を確保
,るための狛り組"違行つていきます.

実韻なし

地域の団休等を通じた
スポーツ情報の提供
(再掲)

情報の担供.活動場所の確保
や括動糎貴などについて支擾を
行?た.

継続

高齢介腫課

般立講幣委員金において、引き
続き般立に向けて検封するとと
もに、休験イパント・偉験教室を
実腔した.

継綬

継続
学校側へのPRの充
実.

地域保催靡

町会等の地域団体やボ岩ンティアグループ等のネットゥークを活用L、ス
ボーツ情報の広報を実施Lます.

コミュニティスウール遵嘗委員会
による地域の主体的な活動がで
きるよ3、区も運嵩委費金に参
加し、必要な誇設運営や備品蔓
備等の支授行いました.

文化スポーツ課

の

継孃

今後はクラブが自立で
きるよう支握を行うと問
時に、ウラブの磨要性
などについて換証Lて
いく.

文化スボーツ課

文化スポーツ課

●後も引*俳き遁富
委員会との填携をとり
スポーツ恬動の活性化
を促しまサ',地域聞放
時に、定期的に活性事
婁を行いまサ'.

維拷管理を井いながら継鎚Lて
いる.

文化スポーツ課

「千代田区公■・児童
勉団等竪備方針」に基
づき計園的に行うととも
に、甍備に島たっては
紬域住民や利用考の
参医安得ながら進めて
いく.
また、于どもの遊ぴ場
の確保と干代田区が将
宗的に目指す理慈の遊
ぴ場についての考えき
まとめ、条例化を行う.

毎尋作戒Lている「千代田区
スポーツ行事〒定表」を、区内
公共施設に配布しました.

文化スポーツ誤

道路公閏課
于ども就務襍

継鞭
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文化スポーツ課

渡
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フ.計画の推進に向けて

フ.1

(1炉DCAサイクル

本計画は、計画(PLAN)一実行(DO)一評価(CHECK)一見直し(ACTION)の

PDCAサイクルによって、推進します。

具体的には、基本目標達成に向けて、計画に墓づき各事簗を推進するとともに、毎年事

業の進行管理を行い、進捗状況を確認・チェックし、必要に応じて見直しを行っていきま

す。

特に、子どもの基礎体力の向上と区民の健康・体力づくりやスポーツ参加機会の拡充姦ど

の重要な課題については、千代田区教育委員会をはじめ、千代田区体育協会、千代田区ス

ボーツ推進委員協議会といった、区の関係団体と協働レて取の組んでいく必要があのます。

このため、外部有識者、スボーツ・健康に関する機関や団体、スポーツ活動の指導者、

学校関係者などからなる推進委員会を設置し、計画の実現に向け、具体的な推進策や実施

時期などについて検討を行い荻す。

計画の評価と見直し

計画の広報と評価結果の公表フ.2

(1)計画の広報

計画の推進に当たっては、本計画の内容を広く区民に周知するとともに、スポーツの効

用等を、積極的に情報発信することが必要です。このため、広報千代田や、千代田区総合

ホームページ(h壮P://WVVVV.city.ohiyoda.1宮.jp/)等を活用するとともに、町会を通じだ

情報の提供や、イベント、対面コミユニケーションによる普及・啓発活動によって、戦略

的恋広報活動を展開します。

(2)評価結果の公表

この計画に掲げた墓本目標や各事業の達成状況については、千代田区総合ホームページ

(h壮P://VVVVVV.city.chlyod3,1呂.jp/)等を通じて、区民に公表し談す。また、区民世論調

査を利用レ、区民のスボーツへの参加や実施状況などを把握して、次年度以降に必要恋事

業等についての区民からのご意見、ご要望を収集しぎす。
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